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トリクロロ酢酸（CAS no. 76-03-9） 

 

文献信頼性評価結果 

 

 

○：既存知見から示唆された作用 

－：既存知見から示唆されなかった作用 

*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 

トリクロロ酢酸の内分泌かく乱作用に関連する報告として、試験管内試験の報告において、エス

トロゲン作用、または抗アンドロゲン作用を示すことが示唆された。 

 

(１)ライディッヒ細胞への影響 

 Liu ら(1996)によってトリクロロ酢酸 10～10,000μM(=16,300～16,300,000μg/L)の濃度に最長 24

時間ばく露した雄 CD ラット由来ライディッヒ細胞(基底状態)への影響が検討されている。そ

の結果として、100μM(=163,000μg/L)以上の濃度区で 17β-エストラジオール分泌量(21 時間)の

高値、500μM(=815,000μg/L)以上の濃度区でテストステロン分泌量(24 時間)の低値、分泌阻害

が認められた。 

また、トリクロロ酢酸 10～10,000μM(=16,300～16,300,000μg/L)の濃度に最長 24 時間ばく露

した雄 CD ラット由来ライディッヒ細胞(ヒト絨毛性ゴナドトロピン共存下)への影響が検討さ

れている。その結果として、EC50値 113μM(=184,000μg/L)の濃度で 17β-エストラジオール分泌

量(21 時間)の高値、IC50 値 836μM(=1,360,000μg/L)の濃度区でテストステロン分泌量(24 時間)

の低値が認められた。 

想定される作用メカニズム：エストロゲン作用、または抗アンドロゲン作用 

  

示唆された作用 

エストロゲン 抗エストロゲン アンドロゲン 抗アンドロゲン 
甲状腺 

ホルモン 

抗甲状腺 

ホルモン 

脱皮 

ホルモン 
その他
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（平成 27年度第１回化学物質の内分泌かく乱作用に関する検討会 参考資料 2-1より抜粋） 

 


